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研究成果の概要（和文）：レス堆積物から得られた詳細な古地磁気変動は、ガウス－マツヤマ

（G-M）地磁気逆転が 20 回を越える多数の極性反転を起こす擾乱期を伴うことを明らかにした。

それは第四紀の直下、レッドクレイ層の直上に位置し、冬季モンスーンが極めて強い寒冷乾燥

期に堆積したレス中に起こっている。G-M 境界付近の地磁気擾乱と寒冷乾燥気候の同時発生は、

大阪湾コアのデータも支持し、地磁気と気候のリンクを示唆している。G-M 境界と同様な地磁

気擾乱を Upper Olduvai 境界、Matuyama-Brunhes 境界にも見つけた。 

 

研究成果の概要（英文）：Detailed paleomagnetic variations from loess reveal the 

Gauss-Matuyama (G-M) polarity transition accompanies geomagnetic disturbance with > 20 

rapid polarity flips. The G-M transition is recorded in the loess layer that lies just 

below the Quaternary and just above the Red Clay layer, and is characterized by a cold-dry 

climate with the strongest winter monsoon in the Plio-Pleistocene. The coincidence of 

the geomagnetic disturbance and the super cold-dry climate just before the start of the 

Quaternary suggests a link between geomagnetic field and climate. Similar multiple 

polarity flips are observed in the Upper-Olduvai and Matuyama-Brunhes polarity 

transition. 
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１．研究開始当初の背景 (１)「第四紀」という地質時代区分を残すか



どうか、残すとすれば、どの年代にどのよう

な形で残すか、という論争があり、ガウス－

マツヤマ（G-M）境界直上に位置するジェラ

期の下限を第四紀の始まりとする案が出さ

れていた。 

(２)G-M 境界が短期の極性反転を何度も繰り

返すことを示唆するデータが出され、真の地

磁気現象かどうか、気候変化と相関があるか

どうか、という問題が存在した。 

(３)銀河宇宙線が増えると雲も増えるとい

う相関が見つかり（スベンスマルク効果）、

地磁気強度が減少する逆転期に寒冷化する

可能性が出てきた。 

 

２．研究の目的 

(１)G-M 境界の地磁気逆転が多数の極性反転

を伴う現象が真の地磁気現象かどうかを確

かめる。 

(２)多数の極性反転を起こす地磁気擾乱と

気候変化の相関から、地磁気と気候のリンク

の可能性を探る。 

(３)第四紀にいたる地磁気と気候の層序を

明らかにする。（ジェラ期の下限を第四紀の

始めとする新定義が 2009 年 6 月に承認され

た。） 

 

３．研究の方法 

(１) 複数個所で G-M 逆転トランジションの

古地磁気観測を行う。中国黄土高原のレス堆

積物と大阪湾のボーリングコアの古地磁気

分析を行った。多数の短期極性反転が G-M 以

外の逆転時にも起こるかどうかも調べる。 

 (２) 環境磁気分析、花粉分析を行い、既存

の古環境データも含めて、詳細な古気候を復

元し、古地磁気データと対比する。 

 

４．研究成果 

(１)中国黄土高原の２か所のレス堆積物に

多数の短期極性反転を伴う地磁気逆転を、

G-M に加え Upper Olduvai、Matuyama-Brunhes

（B-M）境界でも見つけた。同じ試料の岩石

磁気分析データは、多数の反転が磁化獲得機

構に起因するとする説を論破した。 

 

(２)G-M 境界直前の多数の反転を伴う地磁気

擾乱は鮮新更新世における最寒冷乾燥気候

と同時に起こり、その後に第四紀が始まるこ

とが分かった。これにより、新しい定義に基

づく第四紀の始まりの古地磁気・古気候層序

が明らかになった。 

(３)G-M 以外に、B-M 境界でも地磁気強度が

大きく減少する時に寒冷化が起こった。これ

は、スベンスマルク効果の可能性を示唆する。 
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